
執
筆
を
終
え
て

長
い
旅
に
な
っ
た
。
目
的
地
も
到
着
時
間
も
設
定
さ
れ
て
い
た
が
、
道
中
、
次
々
と
障
害
が
現
れ
、
大
幅
に
日
程
を
超
過
し
て
し
ま
っ

た
。
甘
く
見
た
の
で
は
な
い
。
ひ
と
え
に
私
た
ち
の
非
力
の
せ
い
で
あ
る
。

編
さ
ん
委
員
の
委
嘱
を
受
け
た
の
は
、
平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）
年
一
二
月
だ
っ
た
。
行
政
経
験
者
二
人
と
編
集
者
な
ど
二
人
の
計
四

人
。
一
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
武
蔵
野
市
百
年
史
』（
以
下
、「
百
年
史
」
と
略
）
の
場
合
、
全
員
が
大
学
関
係
者
だ
っ
た
か
ら
、
こ
の
体

制
自
体
、
今
委
員
会
の
大
き
な
特
徴
と
い
っ
て
い
い
。
市
史
編
さ
ん
の
経
験
者
は
い
な
い
。
旅
に
苦
労
が
伴
う
の
は
当
然
で
も
あ
っ
た
。

本
書
は
武
蔵
野
市
第
四
代
の
市
長
、
土
屋
正
忠
氏
の
時
代
、
つ
ま
り
昭
和
五
八
（
一
九
八
三
）
年
五
月
の
就
任
時
か
ら
任
期
半
ば
で
辞

任
し
た
平
成
一
七
年
八
月
ま
で
の
二
二
年
余
を
対
象
に
し
て
い
る
が
、
同
時
に
刊
行
し
た
「
年
表
編
」
は
区
切
り
を
考
え
て
、
昭
和
五
八

年
か
ら
平
成
一
七
年
の
二
三
年
間
と
し
た
。
追
っ
て
出
る
「
資
料
編
」
と
合
わ
せ
、
三
巻
か
ら
成
っ
て
い
る
。

旅
は
、
年
表
作
り
か
ら
始
ま
っ
た
。
山
積
す
る
資
料
の
中
か
ら
一
つ
ひ
と
つ
事
項
を
拾
い
出
し
、
一
項
目
一
枚
の
カ
ー
ド
に
記
録
す
る

作
業
に
一
年
以
上
を
費
や
し
た
。
カ
ー
ド
は
一
万
枚
を
超
え
た
が
、
苦
労
し
た
の
は
日
付
の
特
定
で
あ
る
。
不
明
の
も
の
、
資
料
に
よ
っ

て
日
付
の
違
う
も
の
が
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
。
カ
ー
ド
は
、
年
表
編
は
も
ち
ろ
ん
、
記
述
編
の
編
集
に
も
大
き
な
力
と
な
っ
た
。

本
書
は
、
表
題
の
と
お
り
、「
百
年
史
」
の
続
編
で
あ
る
。
と
な
れ
ば
当
然
、
構
成
も
前
著
に
準
拠
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
と
い
っ
て
そ
っ

く
り
踏
襲
と
は
な
ら
な
い
。
目
次
の
担
当
者
は
最
後
ま
で
組
み
替
え
作
業
に
追
わ
れ
た
。
そ
の
間
、
主
に
市
政
の
重
要
課
題
に
携
っ
た
関

係
者
一
〇
余
人
か
ら
特
別
講
義
を
受
け
た
。
わ
ざ
わ
ざ
委
員
会
ま
で
足
を
運
ん
で
下
さ
っ
た
方
々
に
は
感
謝
の
こ
と
ば
も
な
い
。

市
史
で
あ
る
。
主
体
は
行
政
か
市
民
か
。
恐
ら
く
ど
こ
の
自
治
体
史
で
も
一
度
は
交
わ
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
性
格
を
巡
っ
て
、
本
委
員
会
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で
も
何
度
か
激
し
い
や
り
と
り
が
あ
っ
た
。
結
局
、「
百
年
史
」
と
同
様
、
行
政
を
主
体
と
し
た
記
録
に
落
ち
着
い
た
。
結
果
論
に
な
る
が
、

賢
明
な
選
択
だ
っ
た
。
市
民
路
線
は
望
ま
し
い
が
、
そ
う
な
れ
ば
人
手
も
時
間
も
数
倍
を
要
す
る
。
何
よ
り
記
述
を
補
う
資
料
が
少
な
い
。

と
は
い
え
、
可
能
な
範
囲
で
市
民
目
線
に
立
っ
た
記
述
に
努
め
た
こ
と
を
記
し
て
お
く
。
そ
の
結
果
、「
百
年
史
」
に
比
べ
て
、
市
議
会

議
事
録
か
ら
の
引
用
が
大
幅
に
減
っ
た
。
こ
れ
も
本
書
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
予
定
よ
り
一
年
遅
れ
の
刊
行
で
あ
る
。
執
筆
に
当
た
っ
た
の
は
編
さ
ん
委
員
の
四
人
だ
が
、
も
と
よ
り
四
人
の
力
だ
け
で

出
来
た
も
の
で
は
な
い
。
委
員
会
発
足
と
同
時
に
、
市
の
嘱
託
職
員
な
ど
四
人
が
編
集
補
助
と
し
て
加
わ
っ
た
。
個
人
々
々
の
名
前
は
次

ペ
ー
ジ
の
「
担
当
者
一
覧
」
に
譲
る
が
、
彼
ら
は
編
さ
ん
委
員
の
要
求
す
る
資
料
の
収
集
を
担
当
、
ま
た
原
稿
の
一
行
々
々
、
数
字
の
一

つ
ひ
と
つ
の
点
検
も
し
て
く
れ
た
。
担
当
者
欄
に
は
載
っ
て
い
な
い
が
、
後
藤
圭
子
、
野
坂
秀
子
、
山
田
佐
保
、
讃
良
花
絵
、
梶
山
知
子

の
五
人
の
女
性
が
期
間
限
定
で
、
主
に
パ
ソ
コ
ン
入
力
を
担
当
し
て
く
れ
た
。
そ
う
し
た
ス
タ
ッ
フ
だ
け
で
は
な
く
、
無
理
な
注
文
に
何

度
も
応
じ
て
く
れ
た
市
役
所
職
員
、
取
材
に
特
別
時
間
を
割
い
て
く
れ
た
多
く
の
市
民
に
ど
れ
ほ
ど
助
け
ら
れ
た
こ
と
か
。

監
修
を
引
き
受
け
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
「
百
年
史
」
編
さ
ん
委
員
長
で
も
あ
っ
た
佐
藤
竺
・
成
蹊
大
学
名
誉
教
授
で
あ
る
。
四
人
四
様

の
一
〇
〇
〇
ペ
ー
ジ
を
超
え
る
原
稿
の
隅
々
ま
で
、
主
に
文
字
遺
い
な
ど
を
丹
念
に
点
検
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
こ
う
し
た
方
々
、
全
て
の

献
身
的
な
協
力
が
あ
っ
て
本
書
は
完
成
し
た
。
改
め
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

記
述
に
は
正
確
を
期
し
た
が
、
な
お
細
部
に
誤
り
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
責
任
は
全
て
編
さ
ん
委
員
に
あ
る
。
私
た
ち
の
役
割
は
、

続
い
て
刊
行
さ
れ
る
「
資
料
編
」
を
も
っ
て
全
て
終
わ
る
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　

平
成
二
三
年
一
月

武
蔵
野
市
百
年
史
続
編
編
さ
ん
委
員
一
同　
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『
武
蔵
野
市
百
年
史
続
編　

記
述
編
』
担
当
者
一
覧

監　
　

修	

佐　

藤　
　
　

竺	

成
蹊
大
学
名
誉
教
授

武
蔵
野
市
百
年
史
続
編
編
さ
ん
委
員
会
（
平
成
一
九
年
四
月
～
）

	

委　

員　

長	
小　

池　

牧　

子	
	

副
委
員
長	
長　

沼　

石　

根	
	

委　
　
　

員	

木　

村　

日
出
夫	

	

　
　

同　

	

舩　

﨑　
　
　

尚	
	

　
　

同　

	

小　

森　

岳　

史	

（
平
成
二
二
年
四
月
～
）

	

　
　

同　

	

南　

條　

和　

行	

（
～
平
成
二
二
年
三
月
）

事
務
局
（
企
画
政
策
室
企
画
調
整
課
歴
史
資
料
館
開
設
準
備
担
当
）

	

副　

参　

事	

福　

島　

文　

昭	

（
平
成
二
二
年
四
月
～
）

	

　
　

同	

鈴　

木　

三　

枝	

（
～
平
成
二
二
年
三
月　

以
後
嘱
託
職
員
）

	

再
任
用
職
員	

稲　

葉　

建　

男	

（
平
成
二
〇
年
四
月
～
）

	

　
　

同	

山　

本　

美
智
子	

（
～
平
成
二
〇
年
三
月
）

	

嘱
託
職
員	

岡　

部　

和　

夫	
	

　
　

同	

久　

保　

利　

夫	

（
平
成
二
〇
年
四
月
～
）

	

　
　

同	

岡　

田　
　
　

明	

（
～
平
成
二
〇
年
三
月
）
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